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介
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青
森
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号

介
護
保
険
法

(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
百
十
五
条
の
十
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

起
業
者
の
名
称

南
部
町

二

事
業
の
種
類

南
部
町
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー

(

仮
称)

建
設
事
業
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

青
森
県
三
戸
郡
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
白
山
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

本
件
事
業
は
、
三
戸
郡
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
白
山
地
内
に
南
部
町
国
民
健
康
保
険
名
川

病
院

(

以
下

｢

本
病
院｣

と
い
う
。)

及
び
南
部
町
に
お
い
て
保
健
活
動
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
担
当
す
る
健
康
福
祉
課
を
一
元
化
し
た
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
二
十

四
号
に
掲
げ
る

｢

地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
病
院｣

及
び
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る

｢

地
方
公

共
団
体
が
設
置
す
る
直
接
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設｣

に
該
当
す
る
と
認
め
ら

れ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
の
本
体
事
業
と
一
体
的
に
施
行
す
る
研
修
医
宿
舎
は
、
研
修
医
の
生
活
に

必
要
な
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
住
宅
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
本
病
院
の
医
師
確
保
に
資

す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
業
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
三
条
第
三
十

五
号
に
掲
げ
る｢

事
業
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
宿
舎｣

に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

起
業
者
は
、
南
部
町
国
民
健
康
保
険
名
川
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
八

年
南
部
町
条
例
第
百
三
十
四
号)

に
基
づ
き
病
院
事
業
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
二
十
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た

｢

南
部
町
総
合
振
興
計
画｣

に
お
い
て
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
中
核
施
設
と
し
て

｢
(

仮
称)

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー｣

建
設
を
掲
げ
て
お
り
、
本
件
事

業
は
同
計
画
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
業
を
施
行
す
る
に
当
た
り
、
起
業
者
は
総
務
省
か
ら
交
付
金
を
受
け
て
お
り
、
町
議

会
に
お
い
て
も
執
行
が
議
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
に
必
要
な
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。

よ
っ
て
起
業
者
は
、
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第

二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件

本
病
院
は
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
に
発
足
し
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
に
現
在
の
病
棟
が

建
設
さ
れ
運
営
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
本
病
院
は
、
病
床
数
六
十
六
床
、
診
療
科
十
二
科
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を
有
し
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
患
者
数
は
、
入
院
患
者
二
万
三
千
四
百
二
十
五
人
、
外

来
患
者
五
万
千
五
百
十
八
人
を
数
え
、
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
医
療
水
準
の
向
上
の
た
め

に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
病
棟
建
設
か
ら
四
十
二
年
が

経
過
し
、
多
様
化
す
る
医
療
需
要
や
診
療
技
術
の
進
歩
へ
の
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
上
に
、

旧
耐
震
基
準
の
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
耐
震
基
準
へ
の
対
応
が
望
ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
現
在
一
般
駐
車
場
と
し
て
四
十
五
台
分
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
慢
性
的
に
不
足

し
て
お
り
、
待
ち
時
間
の
増
加
及
び
路
上
駐
車
に
よ
る
通
行
阻
害
が
発
生
し
、
来
院
者
の
利
便

性
に
著
し
く
支
障
を
来
し
て
い
る
。

次
に
、
同
町
の
保
健
活
動
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
現
在
本
病
院
の
約
五

百
メ
ー
ト
ル
北
方
に
位
置
す
る
同
町
役
場
名
川
分
庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
健
康
福
祉
課
に
お
い

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
保
健
活
動
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
地
域
福
祉
、
健
康
増
進
及
び

在
宅
医
療
に
係
る
業
務
は
医
療
と
の
関
連
性
が
深
く
、
各
種
健
診
、
保
健
指
導
及
び
母
子
健
診

は
本
病
院
の
協
力
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は
、
今
後

の
少
子
高
齢
化
社
会
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
機
関
と
の
連
携
の
強
化
と
充
実

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
本
病
院
及
び
同
町
の
健
康
福
祉
課
の
組
織
を
一
元
化
し
た
施
設
を
建
設
す
る

も
の
で
あ
り
、
病
院
の
有
す
る
機
能
を
広
く
日
常
的
に
健
康
づ
く
り
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
場
と
し
て
活
用
し
、
専
門
的
な
人
材
を
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
担
い
手
と
し

て
、
そ
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
新
施
設
の
事
業
に
必
要

な
駐
車
場
を
整
備
し
、
周
辺
の
交
通
状
況
の
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
関
係
機
関
が
連
携
し
て
一

体
的
に
提
供
す
る
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
健
康
・

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
体
系
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
駐
車
場

の
拡
充
に
よ
り
路
上
駐
車
に
よ
る
通
行
阻
害
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
来
院
又
は
来
庁
す
る

地
域
住
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
る
周
辺
の
自
然
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
件

事
業
は
環
境
影
響
評
価
法

(

平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号)

及
び
青
森
県
環
境
影
響
評
価
条
例

(

平
成
十
一
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
五
十
六
号)

に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
対
象
と
な
る

よ
う
な
大
規
模
で
環
境
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
で
は
な
い
。

ま
た
、
文
化
財
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号)

及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ

る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律

(

平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号)

に
よ
る
文
化
財

及
び
保
護
の
た
め
特
別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

起
業
者
は
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
同
町
大
字
平
字
虚
空
蔵
地
内
に
候
補
地
を
一
案

(

以
下

｢

第
一
案｣

と
い
う
。)

、
同
町
大
字
虎
渡
字
西
山
地
内
に
候
補
地
を
一
案(

以
下｢

第
二
案｣

と
い
う
。)

、
同
町
大
字
下
名
久
井
字
白
山
地
内
に
候
補
地
を
一
案

(

以
下

｢

第
三
案｣

と
い

う
。)

選
定
し
、
検
討
し
て
い
る
。

(

仮
称)

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
環
境
と
し
て
は
、

ア

事
業
に
必
要
な
面
積
が
確
保
で
き
る
こ
と
。

イ

患
者
の
病
院
利
用
が
容
易
な
場
所
で
あ
り
、
他
の
医
療
機
関
と
連
携
が
容
易
で
あ
る
な
ど

交
通
条
件
で
優
れ
て
い
る
こ
と
。

ウ

建
物
建
設
が
容
易
な
土
地
で
あ
り
、
敷
地
造
成
等
が
容
易
な
場
所
で
あ
る
こ
と
。

エ

日
照
、
通
風
が
良
く
、
騒
音
が
少
な
い
な
ど
、
病
院
と
し
て
の
環
境
に
優
れ
て
い
る
こ
と
。

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
案
は
、
同
町
旧
名
川
町
名
久
井
地
区
中
心
部
に
位
置
し
、
現
在
の
本
病
院
の
敷
地
及
び

そ
の
周
辺
で
あ
る
。
現
況
は
宅
地
及
び
畑
地
で
あ
り
、
支
障
物
件
と
し
て
家
屋
七
棟
及
び
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
四
棟
が
あ
る
。
敷
地
は
、
周
辺
道
路
と
ほ
ぼ
等
高
で
敷
地
造
成
が
容
易
で
あ
る
が
、

敷
地
の
形
状
は
不
整
形
と
な
り
、
道
路
に
よ
り
敷
地
を
分
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
無
医
地
区
か
ら

の
路
線
バ
ス
の
路
線
で
あ
る
町
道
に
接
続
し
て
い
る
が
、
狭
隘
な
上
に
歩
道
も
未
整
備
で
あ
る

た
め
、
通
院
者
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

周
辺
の
住
家
等
が
支
障
と
な
る
た
め
離
発
着
が
困
難
で
あ
る
。
用
地
購
入
単
価
が
三
案
中
最
も

高
額
で
あ
り
、
家
屋
等
の
補
償
も
必
要
な
た
め
、
三
案
の
中
で
最
も
経
済
的
に
劣
る
。

第
二
案
は
、
同
町
中
央
部
に
位
置
し
、
現
況
は
田
地
で
あ
り
、
支
障
物
件
は
な
い
。
敷
地
が

水
田
で
あ
り
周
辺
道
路
と
の
高
低
差
が
あ
る
た
め
、
盛
土
工
事
が
必
要
と
な
る
上
に
一
般
国
道

四
号
と
青
い
森
鉄
道
の
軌
道
に
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
振
動
及
び
騒
音
へ
の
対
策
が
必
要
と
な
る
。

交
通
条
件
は
、
一
般
国
道
四
号
に
近
接
し
て
お
り
、
路
線
バ
ス
の
路
線
上
で
あ
り
利
便
性
に
優

れ
て
い
る
が
、
三
案
中
無
医
地
区
か
ら
最
も
離
れ
た
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
東
西
方
向
か
ら
の
方
向
の
み
で
離
発
着
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
風
向
き
に

よ
っ
て
は
離
発
着
が
難
し
く
な
る
。
用
地
取
得
費
は
三
案
中
最
も
安
価
で
あ
る
が
、
工
事
費
、

造
成
費
等
を
含
め
た
総
事
業
費
は
、
三
案
の
中
で
経
済
的
に
中
位
で
あ
る
。

本
件
認
定
申
請
案
で
あ
る
第
三
案
は
、
同
町
旧
名
川
町
中
心
部
の
北
東
部
に
位
置
し
、
現
況

は
水
田
及
び
町
有
地
で
あ
り
、
支
障
物
件
は
な
い
。
敷
地
の
大
部
分
が
水
田
で
あ
る
こ
と
に
加
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え
、
周
辺
道
路
と
の
高
低
差
が
あ
り
盛
土
工
事
が
必
要
と
な
る
。
交
通
条
件
は
、
無
医
地
区
か

ら
の
路
線
バ
ス
の
路
線
上
で
あ
り
、
無
医
地
区
か
ら
の
利
便
性
も
確
保
さ
れ
て
い
る
上
に
、
旧

南
部
町
及
び
旧
福
地
村
か
ら
の
交
通
の
利
便
性
に
も
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
周
辺
に
障
害
物
が
な
い
こ
と
か
ら
三
案
中
最
も
利
便
性
に
優
れ
る
。
用
地

取
得
費
は
三
案
中
中
位
で
あ
る
が
、
工
事
費
、
造
成
費
等
を
含
め
た
総
事
業
費
は
三
案
の
中
で

最
も
安
価
で
あ
り
経
済
的
に
優
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
申
請
案
で
あ
る
第
三
案
は
、
三
案
中
、
環
境
的
・
機
能
的
・
経
済
的
に
最
も

優
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し

た
結
果
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
は
、
保
健
活
動
か
ら
医
療
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

一
元
化
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施

行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
発
揮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
事
業
の
整

備
に
必
要
な
最
小
限
の
範
囲
で
あ
り
、
さ
ら
に
起
業
地
の
収
用
の
範
囲
は
、
一
時
的
利
用
に
供

さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
の
手
段
は
な
じ
ま
な
い
た
め
、
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と

も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

南
部
町
役
場
名
川
分
庁
舎

健
康
福
祉
課

公

告

青
森
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
る
適
合
証
の
交
付
の
公
表

青
森
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

(

平
成
十
年
十
月
青
森
県
条
例
第
四
十
六
号)

第
十
三
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
適
合
証
を
交
付
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
る
適
合
証
の
交
付
の
公
表

青
森
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

(

平
成
十
年
十
月
青
森
県
条
例
第
四
十
六
号)

第
十
三
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
適
合
証
を
交
付
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

創
青
建
設
株
式
会
社

二

代
表
者
の
氏
名

加
藤

眞
悟

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

青
森
市
新
田
三
丁
目
一
一
の
八
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適
合
証
交
付
に
係
る

公
共
的
施
設
の
名
称

所

在

地

種

類

交
付
年
月
日

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ト

ン
ト
園

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
岩
崎
字
松

原
五
七
の
六

保
健
・
福
祉

施
設

平
成
��

･

�･

�

適
合
証
交
付
に
係
る

公
共
的
施
設
の
名
称

所

在

地

種

類

交
付
年
月
日

青
森
港
フ
ェ
リ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル

青
森
市
沖
館
二
丁
目
一
一
の
一

公
共
交
通
機

関
の
施
設

平
成
��･

�･

�

� �
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四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可

(

般
―
一
八)

第
一
〇
〇
三
一
七
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ツ
ク
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。

教

育

委

員

会

青
森
県
立
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

青
森
県
立
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
立
学
校
学
則

(

昭
和
三
十
九
年
四
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号)
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
八
甲
田
校
舎
の
項
を
削
り
、
同
表
青
森
県
立
青
森
工
業
高
等
学
校
の
項
中

｢

青
森
市
篠

｢

｢

田
三
丁
目｣

を

｢

青
森
市
大
字
馬
屋
尻｣

に
、

を

に
改
め
、
同

｣

｣

｢

｢

表
青
森
県
立
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
の
項
中

を

に
改
め
、

｣

｣

｢
｢

同
表
青
森
県
立
十
和
田
工
業
高
等
学
校
の
項
中

を

に

｣
｣

改
め
、
同
表
青
森
県
立
む
つ
工
業
高
等
学
校
の
項
中｢

設
備
シ
ス
テ
ム
科｣

を｢

設
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

科｣

に
改
め
る
。

｢

｢

別
表
第
二
青
森
県
立
青
森
若
葉
養
護
学
校
の
項
中

を

｣

に
改
め
、
同
表
青
森
県
立
七
戸
養
護
学
校
及
び
青
森
県
立
む
つ
養
護
学
校
の
項

｣

｢
｢

中

を

に
改
め
る
。

｣
｣

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

青
森
県
立
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
の
電
子
科
、
青
森
県
立
十
和
田
工
業
高
等
学
校
の
機
械
科

及
び
青
森
県
立
む
つ
工
業
高
等
学
校
の
設
備
シ
ス
テ
ム
科
は
、
改
正
後
の
青
森
県
立
学
校
学
則
別

表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前
日
に
当
該
学
科
に
在
学
す
る
者
が
当
該
学
科
に
在

学
し
な
く
な
る
日
ま
で
の
間
、
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

青
森
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

青
森
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
立
学
校
管
理
規
則

(

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号)

の
一
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建
築
科

都
市
環
境
科

建
築
科

情
報
技
術
科

電
子
科

情
報
技
術
科

機
械
科

機
械
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

中
学
部

三
年

高
等
部

中
学
部

普
通
科

三
年

三
年

知
的
障
害

知
的
障
害

肢
体
不
自
由
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部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
中

｢

教
諭｣

の
下
に

｢
(

高
等
学
校
に
あ
つ
て
は
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
講

師
(

常
時
勤
務
の
職
員
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の

職
を
占
め
る
職
員
に
限
る
。)

、
養
護
助
教
諭
又
は
実
習
助
手)

｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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